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２００７年３月２５日能登半島地震の被害調査速報 

 

調査メンバー 
新潟大学 加藤 大介、土井 希祐、中村友紀子、南部 正樹 

ポリテクカレッジ新潟 時田 一雄 
新潟大学大学院２年 齋藤 健 

新潟大学大学院１年 阿部 博之、浦井 基之、佐藤 健一、平田 圭亮、宮島 雄大 

 

(1)はじめに 

 2007 年 3 月 25 日に発生した石川県能登半島地

震の被害調査を行ったのでその概要を簡単に説

明する。本報告末に対象地域と建物番号（節番号）

を示す。 

 以下に日程と調査箇所を示す。以下は加藤、阿

部、平田、宮島（以下加藤班）の４人の行程であ

るが、加藤班＋時田、中村、佐藤、浦井の場合は

（加藤＋時田＋中村）とし、全員参加の場合は（全

員）と示した。 

４月２日（月） 

7:00 新潟大学発 

14:00 輪島市街着 

14:00 輪島市悉皆調査①（全員） 

    輪島市ルートイン輪島泊 
４月 3日（火） 

8:00輪島市悉皆調査②（全員） 
 11:50悉皆調査終了 

13:50輪島市街発 
14:20輪島市門前町着 
   門前町周辺木造被害調査 

門前高校 
   門前東小（櫛比小） 

門前中 
   門前西小（松風小） 
   道下周辺木造被害調査 
18:10道下発 
18:50輪島市街着 

    輪島市ルートイン輪島泊 
４月４日（水） 

8:30輪島市街発 
 9:20西保中 

9:45西保小 
 11:00国民宿舎輪島荘 
 11:10輪島漁業組合 
 13:50河原田小 
 14:20三井中 

14:45松陵中 
15:50輪島実業高校 
17:25上野台中 

    輪島市ルートイン輪島泊 
４月５日（木） 

8:15輪島市街発 
 9:10穴水中（加藤＋時田＋中村） 

9:45穴水小（加藤＋時田＋中村） 
10:20 穴水駅付近木造被害調査（加藤＋時田＋
中村） 

10:55穴水高校（全員） 
13:30田鶴町役場支所（加藤＋時田＋中村） 
   田鶴町役場支所付近木造調査（加藤＋時

田＋中村） 
14:00田鶴町発 
19:30新潟大学着 
 
(2)悉皆調査の概要 

○対象地域 
ＡＩＪ北陸支部における新潟担当地区 
（輪島市 上町・堂金田（図-1参照）） 

○日程 2007年４月２日～４月３日 
○グループ 
以下の５グループ 
 加藤・阿部、  中村・佐藤、 土井・宮島 
 時田・平田、  南部・齋藤・浦井 
○悉皆調査の結果概要 
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調査総数   ３２１棟 
木造 Nd0  １７６棟 
   Md1   ８０棟 
   Md2   １１棟 
   Ud3    １棟 
   Gd3   ２１棟 
   Ed3    ９棟 
   Sd3    ４棟 
   Gd4    ３棟 
   Ed4    ５棟 
   Sd4    ５棟 
   解体済   １棟    小計 ３１６棟 
 
S造  Nd0   １棟    小計   １棟 
 
RC造  Nod0   ２棟 
     Mod1   １棟 
     Mod2   １棟   小計  ４棟 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)門前高校 
 
 
 
 
 
 
 
(3)門前町周辺木造被害調査（震度６強） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

図-2.1 AIJ北陸支部 悉皆調査新潟担当地域 

写真-3.3 写真-3.2の煙突の脚部 

写真-3.1 門前町木造建物の被害 

写真-3.2 門前町 RC建物の煙突の被害 
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(4)門前高校 

RC 
補強済み。 
外観のみの調査。 
曲げひび割れがあるが昔のものと思われる。 

 
 

 
 
 
 

写真-3.4 門前町木造建物（商店）の被害 

写真-3.5 門前町木造建物の被害 

写真-3.6 門前町総合支所 
Kブレースによる補強済み 

写真-3.7 門前町総合支所のエントランス
の被害 

写真-4.1 門前高校 
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(5)門前東小（櫛比小） 

RC 
外観のみの調査。 
隅角部の柱の EXJ.の仕上げ部分が剥離。 
犬走り部分破損が見られた。 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
(6)門前中 

管理棟（仮）RC２ 
体育館棟（仮）RC3 
外観調査のみ。 
新しい校舎。崖地の上に立地しており、建物西

側の崖が少し落ちている。中越地震では大きな地

盤による災害を受けたタイプであるが、地盤によ

る被害は崖側柱と地盤の間に 5mm 程度の隙間が
生じて要る程度である。以下の被害は崖地とは直

接関連がないと考えられる。 
 管理棟はの壁脚の圧壊が見られた。その上の接

合部に損傷が見られた。 
 体育館棟は２階の袖壁部分にせん断ひび割れ

が観察された。その近くの柱のかぶりが剥落して

いた。 
 
 
 
 
 

写真-5.1 門前東小 

写真-4.2 門前高校 写真-5.2門前東小 
隅角部の柱の EXJ.の仕上げ部分が剥離。 
犬走り部分破損が見られた。 
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写真 6.1 門前中 山腹に立地している 

写真 6.2 門前中 
崖側の柱の列、被害はみられない。 

写真 6.3 門前中 
亀裂が入った建物の下の校庭 

写真 6.4 門前中 
校庭の亀裂 

写真 6.5 門前中 
右側が体育館で２F のギャラリーの袖壁にせん
断破壊が見られた 

写真 6.6 門前中 
写真-6.5のせん断ひび割れの拡大写真 
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(7)門前西小（松風小） 

RC3（S58定礎） 
外観のみの調査。 
避難所として使用していた。外観からの被害は

見あたらない。 
 

 

 
 
 
 
(8)道下周辺木造被害調査 

 同種の木造倉庫建物が数多く倒壊している。筋

交いはみうけられず、木ずりの壁のみ。 
 

写真-7.1 門前西小 

写真 6.7 門前中 
奥が体育館、手前が管理教室棟 
昇降口の袖壁に損傷 

写真 6.8 門前中 
損傷を受けた昇降口の壁  

写真 6.9 門前中 
上部の接合部のコンクリートの剥離 

写真 6.10 門前中 
下部のコンクリートの圧壊 
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(9)西保中 

W２F 
外観のみ調査。 
桁行きスパン約20m梁間約7mの木造２階建て

校舎。田に、木造の体育館と理科実験室がある。

外観からは被害が観察されない。周辺集落もブル

ーシートなどはみられず、墓石の転倒の痕跡も観

察されなかった。 
 

 
 
 

 
 

写真-9.1 西保中の配置図 

写真-8.3 道下周辺の木造建物の被害 
倒壊した建物 

写真 8.1 道下周辺の木造建物 
倒壊した木造倉庫建物と同じタイプの建物群。筋

交いはみうけられず、木ずりの壁のみ。 

写真 8.2 道下周辺木造の被害 
傾いた木造倉庫建物。 

写真-9.2 西保中校舎 
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(10)西保小 

 校舎 RC2F（H4.9月竣工） 
 体育館 RC2F（屋根 S）（H4.9月竣工） 
 内部と外観の調査 
 校舎は桁行き約 50m のオープンスクールであ

る。体育館への渡り廊下部の柱に 1.2mm の曲げ
ひび割れと本体妻壁に 0.45mm のせん断ひび割

れがみられた（いずれも仕上げでのひび割れ幅）。

建物中央の梁間方向袖壁に 0.7mm のせん断ひび
割れ（仕上げでのひび割れ幅）。EXJ にずれ、付
近の犬走りに損傷が見られた。校庭に地割れがあ

る。 
 内部は柱の仕上げ上に軽微なひび割れらしき

ものもみられるが構造的なものかどうかは不明。 
 体育館は屋根は H型鋼を山形に用い、屋根ブレ
ースは L型？RC部基礎換気口に曲げひびわれが
みられた。 
 聞き取り調査によると、この付近は岩盤とのこ

とで、周辺集落にも被害はないとのこと。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

写真-9.3 西保中体育館 
写真-10.1 西保小 外観 

写真-10.2 西保小 配置図 

写真-10.3 西保小 
左の１層部分が体育館への渡り廊下部。この

柱に 1.2mm の曲げひび割れと本体妻壁に

0.45mmのせん断ひび割れがみられた（いずれ
も仕上げでのひび割れ幅） 
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(11)国民宿舎輪島荘 

 RC3 
 外観のみによる調査。 
 輪島市街地のはずれのこ高い丘の上にある。被

害は観察されなかった。 
 

写真-10.4 西保小 
本体妻壁のせん断破壊 

写真-10.5 西保小 
曲げひび割れの入った柱 

写真-10.6 西保小 
写真-10.5の拡大写真 

写真-10.7 西保小 
犬走りの損傷 

写真-10.8 西保小 体育館 
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(12)輪島漁業組合 

 RC2 
 外観調査のみ。 
 市場で、岸壁に接している。 
 桁行き７スパン（スパン長 4.5m 程度）梁間２
スパン（スパン長 5.5m）で、1階はピロテイにな
っている。柱は桁行き方向のせいが 500mm、梁
間のせいが 650mm、内法高さ（土間から天井ま
で）は 3900mm である。一部の柱のかぶりが０

であり、錆びた鉄筋が露出している。これらの鉄

筋の配筋をみると、500mm 側の面（すなわち梁

間方向の曲げ筋）にはΦ22が 3本、650mm側の
面にはΦ22 が４本みられた。帯筋はΦ9 で

250mmピッチである。 
 多くの柱で主筋に沿ってきわめて顕著な縦て

ひび割れがみられるが、これらは海風により錆び

て膨張していた主筋により、すでに浮き上がって

いたかぶりコンクリートが剥離したものと考え

られる。 
 

 
 
 
 

 
 

写真-11.1 国民宿舎輪島荘 

写真-12.1 輪島漁業組合の外観 

写真-11.2 国民宿舎輪島荘からみる道

路へのがけ崩れ 

写真-12.2 輪島漁業組合 
柱の主筋帯筋のかぶりがない 
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(13)河原田小 

 校舎 S3（S57） 
 体育館 
外観と内観調査。 
校舎は鉄骨ラーメン 3階で、７スパン×３スパ

ン（？未確認）。3階の音楽室の周囲がブロックと
なっている。この３Fブロックが周囲の部材と剛
性が違うためか、ブロックにとりつく廊下の天井

の一部が落下した。他の被害はないとのこと。 
 

 
 
 

 
 

 

 

(14)三井中 

 校舎W 
 

 

 
 
 
 
 
(15)松陵中 

 校舎 RC3(S36起工、S38竣工) 
 体育館 
 外観と内観調査。 
 桁行き２９スパン（スパン長約 3.5m）、梁間１
スパン（スパン長約 8m）を基本とする。柱は 55cm
×55cm であるが、全て短い袖壁つきとなってい

る。極脆性柱となる。しかし、その柱が主体なの

で、被害は開口隅角部にひび割れが散見されるの

写真-13.1 河原田小 
鉄骨校舎 

写真-14.1 三井中 

写真-12.3 輪島漁業組合 
縦方向にひび割れが入っている 

写真-13.1 河原田小 
天井が落下した後の修理痕が見える 
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みであった。 
 聞き取り調査によると、ものが落ちるのと、

EXJにひび割れが生じたとのこと。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
(16)輪島実業高校 

 管理教室棟 RC4(S46,47) 
 実験実習棟 RC４F(S48,49) 

写真-15.1 松陵中 配置図 

写真-15.2 松陵中 

写真-15.3 松陵中 

写真-15.4 松陵中 
ほとんどの柱がこのような袖壁付き柱 

写真-15.6 松陵中 体育館 

写真-15.5 松陵中 
一部このような極脆性柱がある 
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 渡り廊下棟 RC3(S49) 
 体育館棟は３棟あり。 
 外観と内観調査。 
 管理教室棟と実験実習棟が桁行きが東西方向

であるが、それを結ぶ形で直交方向に渡り廊下棟

がある。 
管理教室棟は、梁間２スパン構造。外周の柱に

はデザインで梁間方向の袖壁が外側に飛び出し、

凸形となっている。隅角部の袖壁部分が圧壊して

おり、この袖壁内には鉄筋（軸方向筋）がみえる

が、周りの袖壁部分のコンクリートではなく、仕

上げモルタルであった。鉄筋は錆びていた。 
 被害はひび割れと EXJの損傷であった。1階北
側の短柱に 0.15mm の曲げひび割れが観察され

た。縦方向にも細かいひび割れはあった。4 階の
仕上げモルタルにひび割れが多く、4 階の梁間方
向の耐震壁の偶角部に 1.4mm のせん断ひび割れ
が観察された。 
 EXJ.の被害は４階が最も大きかった。 
 デザインで２スパン連続の出窓がいくつかあ

る。内部は主に水のみ場である。この出窓が面外

の振動を受けたためか、出窓の外壁と本体の間に

5mm程度の隙間が見られた。 
 実験実習棟は管理教室棟よりひび割れは少な

い。 
 渡り廊下棟は３階桁行き方向の壁にせん断ひ

び割れが見られた。 
 

 

 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 

写真-16.2 輪島実業高校 校舎配置図 

写真-16.1 輪島実業高校 配置図（全体） 

写真-16.3 輪島実業高校 管理教室棟外観 
出窓と面外袖壁がデザイン上の特徴 

写真-16.3 輪島実業高校 
隅角部の面外袖壁が損傷している 
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写真-16.4 輪島実業高校 
写真-16.4の拡大写真 

写真-16.5 輪島実業高校 
出窓部分の内側、梁の真ん中に曲げひび割れ 

写真-16.6 輪島実業高校 
写真-16.5の拡大写真 梁と出窓の壁の間に
5mm程度の隙間（面外の振動によると考え
られる） 

写真-16.7 輪島実業高校 
管理教室棟の梁間壁のせん断ひび割れ 

写真-16.8 輪島実業高校 
EXJ.の損傷 

写真-16.9 輪島実業高校 
左が実験実習棟、中が渡り廊下棟 
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(17)上野台中 

 管理棟 RC3(S38.９月完工) 
 教室棟 RC3(S38.９月完工) 
 体育館棟(S41定礎、H9改装) 
 外観と内観調査。 
聞き取り調査によると、校舎は大規模改修を２

年ほど前に行ったとのこと。また、耐震診断も行

われ OKといわれたとのこと。 
管理棟と教室棟は直交している。管理棟の玄関

脇の桁行き方向袖壁に 0.45mm のせん断ひび割

れが観察された。 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

写真-17.1 上野台中 

写真-16.10 輪島実業高校 体育館 写真-17.2 上野台中の廊下 

写真-17.3 上野台中 
玄関脇の桁行き方向袖壁にせん断ひ

び割れ 

写真-17.4 上野台中 
写真-17.3のひび割れの拡大写真 
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(18)穴水中 

 校舎棟 RC3(S60定礎) 
 体育館棟 RC3（屋根は S） 
 隣接して穴水勤労者センター（RC2）がある。 
 外観のみの調査。 
 校舎棟の妻面は昇降口となっていて、両サイド

に連層耐震壁が並列している。右側の壁には１階

のみ入り口の開口がある。左の壁脚に 6mm の曲
げひび割れがある。右側は入り口開口脇に 5mm
の曲げひび割れがある。 
 体育館棟は天井が落下したとのこと。体育館棟

は１階の一部がピロテイとなっていて、ピロテイ

側の妻面（３スパン）の柱の上下端に曲げひび割

れが観察された。また、妻面の４本の柱は妻面方

向（梁間方向）で基礎梁に腰壁がついていて、こ

の腰壁が 2本の柱の周辺で面外方向に大きく破損
していた。すなわち、ピロテイ内部には腰壁がな

いので、桁行き方向の振動に対して梁間方向の腰

壁は面外に大きな変形を受ける。 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

写真-18.2 穴水中 外観 
左の建物は穴水勤労者センター（別な建物） 

写真-18.1 穴水中 配置図 
左上点線が体育館の下のピロテイ 

写真-18.3 穴水中 校舎妻面 
赤丸の所に顕著な曲げひび割れ 

写真-18.4 穴水中 
妻面左側の曲げひび割れ 
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(19)穴水小 

 校舎 RC3(S45年 6月) 
 体育館①？１+屋根 S 
 体育館②RC1+屋根 S 
 体育館③RC1+屋根 S 
 外観のみの調査。 
 校舎棟は L型（EXJ.は？）に局部的にいくつか
凹凸がある。K 型ブレースで補強済みであった。
凹凸部分の近くに１箇所ひび割れが発生かどう

か不明であるがガムテープが縦に貼ってあった。

体育館につづく渡り廊下（S1）に損傷。 
 

写真-18.5 穴水中 
写真-18.4の拡大写真 

写真-18.6 穴水中 体育館棟の妻面 
柱４本のうち左２本がみえている 
右は穴水勤労者センター 

写真-18.7 穴水中 
体育館棟妻面の柱の曲げひび割れ（梁間方向

振動に対する曲げ） 

写真-18.8 穴水中 体育館棟妻面の柱（左から
３番目の柱で写真-18.6 には写っていない）面
街の村道で腰壁が損傷 

写真-18.9 穴水中 体育館棟妻面の柱（左から
４番目（右側から１番目）の柱で写真-18.6には
写っていない）面街の村道で腰壁が損傷 
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写真-19.1 穴水小 配置図 

写真-19.2 穴水小 

写真-19.3 穴水小 補強済み 

写真-19.4 穴水小 
凹凸部隅角部にガムテープが貼ってある 

写真-19.5 穴水小 
体育館（新）への渡り廊下（S造）の被害 

写真-19.6 穴水小 
右が校舎、左が体育館（旧）  



 19 

 
 
 
 
(20)穴水駅付近木造被害調査（震度６強） 

 局部的に全壊建物がある。 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
(21)穴水高校 

 管理教室棟 RC３（S38 頃竣工、東側 1/3 付近
に EXJ.がある） 
 図書館棟 RC3 
 体育館① 
 体育館② 
 格闘技場 
 外観と内観調査。 
 聞き取り調査によると、校舎ではテレビ落下、

スチームのずれがあった。体育館は犬走り損傷、

ガラス破損、格闘技場はガラスが割れて水銀灯が

落下とのこと。入り口前の石碑が西方向へ 10cm、
北方向に 3cm ずれていた。東西方向は校舎棟 2
棟の桁行き方向であり、桁行きへの入力が大と推

定される。 
管理教室棟は桁行き１８スパン、梁間２スパン

である。桁行きは東西方向であるが、東側７スパ

ンと西側１１スパンが構造的に分かれている。１

階の柱断面は南側と廊下側が 800×500mm、北側
が 800×450mm である。北側の柱の内法スパン
は上下のサッシかぶり寸法を+50mm として

1200＋２×50=1300mm程度である。したがって
北側は極脆性柱である。 
北側ラーメンの１階１９本の柱のうち８本に

せん断ひび割れが観察された。最大のせん断ひび

割れ幅は仕上げ上で 2mm である（これは中央の
値である。せん断ひび割れの端部がかぶりコンク

リートに達しているところは幅が 5mm くらいに
なっているが、これはかぶりが浮いていると判断

した。）。一般的なひび割れ幅は仕上げ上で 1.2mm
である。これらは外部から観察される。内部には

ひび割れ痕があり、これらはすでに補修されたと

のこと。ただ、外部が放置されているところをみ

ると構造的な補修ではないと思われる。 
南側のラーメンは階段による短柱に 1箇所せん

断ひび割れが観察された。南面他には目立ったひ

び割れはない。 
中の廊下側のラーメンには曲げひび割れが観

写真-20.1 穴水駅付近木造被害 

写真-19.7 穴水小 体育館（旧）の内部 

写真-20.2 穴水駅付近木造被害の跡地 
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察された。 
 図書館棟は北側１階の柱におそらくせん断ひ

び割れがあったと思われるが、補修済みであった。

２階は北側の柱には全柱に軽微な曲げひび割れ

が観察された。３階は、北側に 0.7mm の曲げひ
び割れが観察された。南側にも軽微な曲げひび割

れが観察された。音楽室の天井が改装されていた。 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

写真-21.1 穴水高校 配置図 

写真-21.2 穴水高校 
 石碑がずれている 

写真-21.2 穴水高校 
ずれた石碑（西方向へ 10cm、北方向に 3cm） 

写真-21.3 穴水高校 管理教室棟 東方向外観 

写真-21.4 穴水高校 管理教室棟 西方向外観 
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(22)田鶴町役場支所 

 外観のみ。（震度６強） 
 震度６強を記録した震度計は液状化により傾

いている。 
 

写真-21.5 穴水高校 管理教室棟１階のせん断
ひび割れ（仕上げ上で 2mm程度） 

写真-21.6穴水高校 
管理教室棟の袖壁つき柱のせん断ひび割れ 

写真-21.7穴水高校 図書館棟 

写真-21.9 穴水高校 図書館棟は曲げひび
割れが多い 

写真-21.10 穴水高校 図書館棟 
せん断ひび割れの内部はこのように補修されて

いた 
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(23)田鶴町役場支所付近木造調査（震度６強） 

 損傷を受けた建物が点在している。 

 
 
 

 
 
 
 
 

写真-22.1 田鶴町役場支所 

写真-22.2 田鶴町役場支所の震度計 

写真-22.3 田鶴町役場支所の建物周辺の被害 

写真-23.1 田鶴町役場支所付近木造被害 

写真-23.2 田鶴町役場支所付近木造被害 
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(23)輪島市門前町(走出・道下・鹿磯) 

   （時田＋中村・浦井・佐藤） 
 
 

調査日：2007年 4月 3日 午後 
役場のある走出地区、被害の大きい道下地区、道

下地区から八々川を挟んで隣接する鹿磯地区を

回った。 
 
 
 
 
 

 
写真 23-1 鹿磯地区製材所の被害 一部鉄骨、木
造、CB壁である。 
 

 
写真 23-2ホゾが抜け出している。 
 

 
写真 23-3 コンクリートブロック壁には鉄筋が入
れられていることが分かる。 
 

写真 23-4 八々川護岸の被害（鹿磯地区側より望
む） 
 
 

 
写真 23-5 走出地区：商店街に面する建物、１階
道路側に壁がなく一階層崩壊したものが多くあ

った。 
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写真 23-6 全壊建物の柱脚、木材はぼろぼろにな
っている。 

 
写真 23-7 輪島市門前グラウンドゴルフ場の噴砂
のあと。この周辺の被害が特に橋には段差が生じ

ていた。 
 

 
写真 23-8 この場所から本勝寺の交差点手前まで
一本の道沿いのみ全壊率を数えてみた。通りに面

している建物７２棟中、全壊２２棟で全壊率３

１％となった。 

 
写真 23-9輪島市門前グラウンド付近の倒壊家屋 
 

 
写真 23-10西側の輪島市門前グラウンドゴルフ場
に近い場所に被害が集中しているという印象。 
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写真 23-11ブロック塀鉄筋が入れられているが鉄
筋径がわからない程さびていた。ただし家屋倒壊

跡に隣接しており倒壊理由は不明。 

 
写真 23-12擁壁ごと崩れ湾曲しているブロック塀 
 

 
写真 23- 13組積塀の倒壊あと。 
 
 

 
 
写真 23- 14 縦筋は間隔が２個おき（ユニット約
90cmなので 180cmおき）と広く、定着長さ 6.5cm
で抜け出してしまっている。 
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(24)輪島市立鳳至小学校 

（中村・浦井・佐藤） 
■調査日時 
2007年 4月 4日(水) 午前 外観調査のみ 
■学校建物の概要 
鳳至小学校は震度 6強が観測された JMA輪島観測点から来たに約 500mのところに位置している。校
舎は RC造 2階建て（1棟のみ 3階）校舎が口型に並び、西側に体育館、南側に 1階建て S造の校舎が
並んでいる。 

 
写真 24-1 RC校舎              写真 24-2 体育館 
 
■被害 
構造的な被害は見られなかった。Exp.J部分でモルタルが剥離していた。校舎周辺の地盤変状による

沈下、犬走りの被害が生じていた。S造一階建ての校舎の軒下外装材が落下していた。 
 
■周辺の様子 
小学校に隣接する 300ｍ四方ほどの地域を新潟大学、新潟ポリテクカレッジ共同で悉皆調査を行った。 
新潟担当部分の結果は、次の通りとなった。詳細は別報による。 
木造 316棟中全壊 13棟、解体済み１棟 
非木造 ５棟全壊なし 
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(25)輪島市立河井小学校 

 

■調査日時 
2007年 4月 4日(水)  一部立入り調査 
■学校の概要 
輪島市立河井小学校は、輪島市河井町の震度 6

弱を観測したK-NET輪島観測点から西に約300m
に位置している。 
校舎は、Ａ棟・Ｂ棟とも RC3階建てで、片廊下

型の Aタイプ（１教室１スパン）である。 
教員の方のお話では、校舎は昭和 45～46年ごろ、

体育館竣工は最近 10年以内の建設とのこと。 
 
 

 
■校舎配置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■被害 
校舎と体育館との境界にある Exp.J の部分では、金具が外れてモルタルが落下していた。校舎では、
一階昇降口及び職員玄関付近の壁にせん断ひび割れが生じており、B棟二階教室と廊下の境界の梁に曲
げひび割れが生じていた。また周辺の地盤の変状によりひび割れなどが生じていた。体育館は入学式準

備が行われようとしており、被害は見られなかった。 

Ａ棟

体育館Ａ棟

Ｂ棟

写真 25-1 校庭より体育館と B棟を望む 



 28 

 
 

写真 25-2 Exp.J (内側）              写真 25-3 Exp.J（外側） 

 

 
写真 25-4 梁の曲げひび割れ（Ｂ棟２階教室）  写真 25-5 壁に生じたせん断ひび割れ(A棟１階児童玄関前) 

 

 
写真 25-6 地盤変状による通路の被害        写真 25-7 地盤沈下によって生じた被害 
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(26) 石川県立輪島高等学校 

■調査日時 
2007年 4月 4日(水) 午後 
教室棟は編入学試験、体育館は部活動で使用中であ

ったため一部のみ立ち入り調査を行い主に外観の

みの調査とした。 
 
■学校建物の概要 
石川県立輪島高校は輪島市河井町に位置して、校舎

は、RC3階建ての１号館（教室棟）・３号館（特別
教室当）と RC2 階建ての 2 号館（管理棟）、二つ
の体育館がある。一号館は鉄骨部レース補強済みで

あった。建物建築履歴は以下の通り。 
 
 
 
 
・昭和２７年１１月２２日 校舎の一部（６教室）増築工事竣工 
・昭和３７年１２月２０日 校舎増築（普通教室２・図書館・書庫）工事竣工 
・昭和３８年１２月１３日 校舎増築（普通教室６）工事竣工 
・昭和４２年２月１１日 第一体育館竣工 
・昭和４４年３月３０日 新校舎第Ⅰ期工事（管理棟）竣工 
・昭和４５年３月３１日 新校舎第Ⅱ期工事（ロッカー室・ボイラー室）竣工 
・昭和５６年４月１日 特別教室（視聴覚室・被服室・美術室）及び普通教室増築工事竣工 
・昭和５７年５月１０日 第二体育館竣工 
・平成５年３月２５日 第一体育館大規模改修工事完成 
・平成１１年１２月１５日 教室棟大規模改修・耐震補強工事（Ⅰ期）竣工 
・平成１１年１２月１５日 教室棟大規模改修・耐震補強工事（Ⅱ期）竣工 
・平成１４年３月２０日 生徒玄関大規模改修・耐震補強工事（Ⅱ期）竣工 
 
 
■校舎配置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１号館

２号館

３号館

第一体育館 第二体育館

写真 26-1 １号館 
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■被害 
校舎一号館には鉄骨部レースによる耐震補強がなされている。構造的な被害はみられなかった。地盤

の変状はあり、グラウンドに亀裂がはしり、地盤沈下による玄関タイルのひび割れ、犬走りの亀裂が見

られた。体育館一号館は、鉄骨部レース取付部分にひび割れが生じていた。内部は使用中のため立ち入

らず不明。 

 
写真 26-2教室棟の鉄骨部レース補強（１号館２階） 写真 26-3沈下による犬走りの亀裂 

 
写真 26-4玄関前タイル部のひび割れ        写真 26-5グラウンドに走った亀裂(体育館脇) 

 
写真 26-6体育館の壁のひび割れ（第１体育館）  写真 26-7鉄骨ブレース取付け部分の被害（第１体育館） 

 
 

 



 31 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 

10 

14 

13 

18 
19 21 

4,5 

6 

7 

11 

8 

16 



 32 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

12 

17 

15 


